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印
度
に
於
け
る
国
民
的
産
業
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率
の
遅
滞
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に
就
で
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滞
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今
日
、
英
帝
刷
範
圃
の
一
構
成
分
子
と
し
で
猫
自
白
政
治
的
統
一
慣
を
成
せ
る
印
度
は
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
南
方
に
印
度
洋
に
突
出

L
て
展
開
す

る
巨
大
白
一
大
陀
的
宇
烏
を
中
心
に
、
其
の
領
域
の
庚
表
は
約
四
六
八
高
平
方
粁
町
中
り
全
車
刺
虫
州
の
約
一
割
を
占
品
、
人
口
は
一
九
=
二
年
の
岡

勢
調
査
に
綾
り
て
約
三
億
五
千
寓
即
ち
日
本
内
地
人
口
の
約
五
倍
を
包
む
と
こ
ろ
の
東
亜
の
一
章
一
要
地
帯
で
あ
る
。
而
し
て
、
天
然
が
"
で
こ
に
興
へ

た
る
産
業
的
諮
震
源
と
並
び
に
多
年
の
聞
に
形
成
さ
れ
た
る
所
の
養
本
的
官
と
が
又
其
の
額
、
決
し
て
乏
し
か
ら
ぬ
も
白
を
有
し
で
ゐ
る
。
然
る

に
、
現
在
印
度
は
世
界
の
産
業
界
に
於
て
未
だ
そ
の
圏
内
に
包
ん
存
ず
る
某
本
的
生
産
諸
要
素
り
カ
に
相
躍
す
る
地
牧
を
獲
得
す
る
に
至

ιず
、
大
衆

の
制
服
済
的
生
活
版
態
も
吉
た
一
般
に
極
め
て
低
位
劣
悪
白
水
準
に
放
置
さ
れ
て
ゐ
る
o

印
度
の
加
融
持
が
今
も
な
ほ
か
〈
の
如
き
段
階
に
物
縛
し
て
ゐ

る
所
以
に
就
て
は
、
開
究
者
の
方
法
論
的
立
場
の
相
異
に
基
い
て
、
少
〈
と
屯
貸
際
上
は
そ
こ
に
種
々
な
る
見
解
の
成
立
が
可
能
で
あ
る
と
思
ふ
。

し
か
し
、
私
は
こ
込
で
は
一
腹
そ
れ
が
主
と
し
て
今
日
迄
四
印
度
に
於
け
る
関
民
的
産
業
能
率
の
甚
し
〈
理
滞
し
て
ゐ
る
こ
と
白
一
勤
に
還
元
す
る

こ
と
が
出
来
る
と
の
方
法
論
的
見
解
を
坂
る
も
の
で
あ
る
。

こ
与
に
凶
民
的
産
業
能
率
と
は
凶
内
に
包
ι
持
さ
れ
て
ゐ
る
自
然
的
、
人
的
及
び
資
本
的
養
源
を
ば
、
脳
一
品
及
び
副
舎
の
押
仙
の
官
を
獲
得
す
る
目
的

に
向
ヲ
て
合
理
的
に
措
育
し
利
用
す
る
上
回
闘
民
的
能
力
の
こ
と
で
あ
る
。
勿
前
倒
ん
へ
の
勢
働
の
生
産
性
の
こ
ふ
ら
で
も
な
け
れ
ば
、
又
一
粧
骨
乃
至

内閤統計局、列幽々勢要賞、昭和ロ年、 7頁以下白数字に依る。 z) 1931 
年2月z6日の園勢剥査に依れば、金印度人口統計は351.，399，880人にして、 1921
年の風勢制査の結果に劃して 10・:z:;Yo即ち 32，513，900人の噌加を示してゐる。
(The World Almanac， 1938， p・586.)



一
企
業
の
経
済
性
乃
至
牧
益
準
の
こ
と
を
指
す
の
で
も
な
い
。
と
に
か
く
一
閣
の
経
済
的
究
力
は
、
根
本
に
於
て
、
附
内
に
包
容
さ
れ
て
ゐ
る
生
産

諸
要
素
の
量
の
大
小
よ
り
も
翠
ろ
一
一
尉
多
〈
は
、
そ
れ
ら
の
諸
要
素
を
生
産
一
目
的
に
向
っ
て
合
理
的
だ
組
繰
づ
伊
川
育
し
利
用
す
る
岡
民
的
能
力
に

依
存
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
、

一
闘
の
締
済
的
更
生
乃
至
愛
遁
は
貨
に
第
一
に
其
の
闘
に
於
け
る
凶
民
的
産
業
能
率
の
並
歩
改
善
に
懸
か

っ
て
存
す
る
主
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
此
の
小
文
に
於
て
今
日
の
印
度
に
於
け
る
凶
民
的
産
業
能
本
を
純
一
C

訪
問
題
を
究
明
し
申
・
っ
と
思
つ

て
ゐ
る
。

間
帯
凶
、
支
那
問
題
に
努
力
と
繍
心
と
を
集
巾
し
て
ゐ
る
時
局
の
さ
巾
に
、
印
度
の
問
題
を
反
扱
ふ
の
は
、
或
は
法
制
遊
閑
の
四
世
事
た
る
の
識
を
兎

れ
得
ぬ
か
に
似
て
ゐ
や
・
っ
。
し
か
し
、
入
者
し
時
局
の
核
心
が
究
織
に
於
て
は
東
国
一
帯
の
両
民
生
に
係
は
る
の
本
義
に
思
ひ
を
致
き
ば
、
今
日
の
場

合
本
文
に
於

t
以
っ
た
如
き
悦
角
か
ら
叩
血
肢
の
問
題
を
考
究
す
る
こ
と
も
主
た
、
席
中
徒
が
特
に
時
間
刊
に
報
開
の
一
本
を
志
す
所
以
の
意
味
を
有
ナ
る

ミ
と

v
Z
U
均
ら
引
い
る
で
あ
り
う
と
尽
な
況
や
同
氏
的
宅
地
有
能
市
は
一
般
に
日
間
京
の
降
拝
争
一
決
す
る
立
川
本
的
興
機
の
一
で
あ
る
コ
弘
一
ら
ば
、
本
文
に

於
一
{
究
明
せ
ん
』
「
る
川
胞
は
ほ
院
に
は
印
皮
の
陪
仇
川
主
総
品
#
相
I
籾
し
T

ハコf
h
J
O

、
有
も
前
九
回
的
附
柑
法
制

hm訓
削
犯
の
一
叩
川
町
泌
が
一
成
す
の
で
あ

り
従
コ
て
そ
れ
は
父
今

H
応
均
台
、
我
が
川
問
自
ら
の
立
場
に
刻
し
て
も
決

I
て
伶
り
に
辺
誌
の
閥
係
に
あ
る
も
の
と
は
い
r

へ
な
い
の
で
あ

zo

以
下
項
を
分
ち
て
、
印
度
に
於
け
る
主
暗
的
諸
要
素
即
ち
土
地
的
安
減
、
人
的
安
源
及
び
資
本
が
未
だ
荒
分
に
其
の
潜
在
的
能
力
を
溌
揮
し
得
ず

し
て
、

そ
れ
ら
が
多
分
に
荒
鹿
浪
費
の
朕
麓
に
放
置
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
の
事
質
的
諸
関
係
を
、
順
弐
明
か
に
し
て
行
き
た
い
と
思
ふ
ロ

印
度
に
於
げ
る
土
地
的
資
源
の
浪
費

こ
こ
に
土
地
的
資
源
と
は
、
成
く
、
人
的
努
力
を
倹
た
や
に
興
へ
ら
れ
生
産
要
素
と
し
て
利
用
さ
れ
得
べ
き
自
然
的
針
象
を
意
味

ず
る
概
念
で
あ
る
。

こ
れ
ら
自
然
的
剖
象
を
直
接
に
培
育
利
用
す
る
産
業
活
動
は
池
田
遁
に
農
業
、
林
業
、
水
産
業
、
鏡
業
の
四
犬
部

門
に
分
け
ら
れ
る
。
尤
も
繍
業
は
又
工
業
と
も
密
接
に
蹄
聯
し
て
ゐ
る
。

印
度
に
於
け
る
岡
民
的
産
業
能
率
の
遅
滞
性
に
就
て

O 
九



印
度
に
於
け
る
闘
民
的
産
業
能
率
の
遅
滞
性
に
就
て

O 

一
農
業
に
依
る
土
地
的
資
源
の
利
用
欣
況
。
印
度
帝
圏
内
土
蕊
侯
制
域
の
大
部
分
は
農
業
統
計
左
作
成
し
て
ゐ
な
い
か
ら
、
と
れ

一
九
一
一
一
一
年
の
園
勢
調
授
に
依
援
し
、
帝
闘
領
域
の
五
七
%
を
占
め
る
中
央
政
府
直
轄
英
制
地
約
六
億
七
千
高
実
反

を
除
い
て
、

(
約
二
億
六
千
八
百
高
町
歩
)
の
み
に
つ
い
て
見
る
の
で
る
る
。

右
の
中
約
一
一
二
%
卸
ち
一
億
四
千
八
百
寓
英
反
は
耕
作
不
適
地
と
さ
れ

て
を
り
共
の
他
に
約
一
三
一
%
印
ち
八
千
七
百
寓
英
反
の
森
林
地
が
あ
る
。
残
飴
の
約
六
五
%
卸
ち
四
億
二
一
千
二
百
高
英
反
が
可
耕
地

九
に
あ
る
。

然
一
引
に
そ
れ
の
ニ
一
六
%
に
伐
る
一
億
五
千
五
百
高
英
戊
は
米
松
地
又
は
放
棄
耕
地
と
し
て
荒
艇
献
態
に
放
置
J
J
U

れ
て
ゐ

る
。
か
く
て
、
常
時
耕
作
の
問
に
供
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
伎
に
全
可
耕
地
の
約
五
十
三
%
に
首
る
二
億
二
千
八
百
寓
英
反
に
過
ぎ
左
い

一
%
邸
ち
凹
千
九
百
寓
英
反
の
休
閑
地
が
在
し
て
ゐ
る
。
印
度
の
可
耕
地
帯
は
一
般
に
い
へ
ば
本
来
地

の
で
あ
る
。
共
の
他
に
約
一

味
も
大
い
に
監
僕
で
且
つ
気
候
に
つ
い
て
も
天
恵
を
有
し
、
可
耕
地
の
大
部
分
は
平
均
し
て
二
毛
作
に
越
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
今
共
二
毛
耕
作
を
賓
施
す
る
と
友
ら
ば
、

可
耕
地
面
積
は
い
は
官
、
今
日
普
通
に
一
モ
耕
作
の
行
は
れ
て
ゐ
る
前
湛
数
字

の
面
積
の
二
倍
即
ち
八
億
六
千
四
百
科
英
反
に
た
る
誇
で
あ
る
。
然
る
に
、
現
軟
に
於
て
は
、
右
の
割
合
で
算
出
さ
れ
得
ペ
き
耕
作

面
積
が
合
計
二
億
六
千
高
英
反
に
過
ぎ
友
い
と
い
ふ
と
と
で
は
、
全
直
轄
英
山
叫
柿
域
内
可
耕
地
面
積
の
七
O
%
が
利
用
さ
れ
中
に
放

置
さ
れ
て
ゐ
る
諾
で
あ
る
。
農
業
に
於
け
る
土
地
的
資
源
の
利
用
収
況
は
、
勿
論
た
だ
外
延
的
に
可
耕
地
商
積
に
於
け
る
貸
際
耕
作

面
積
の
割
合
を
見
る
の
み
で
は
こ
れ
に
闘
す
る
判
断
の
全
き
を
得
る
こ
と
は
出
来
友
い
。
更
に
進
ん
で
共
の
耕
作
方
法
の
内
容
を
も

検
討
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
此
の
一
黙
は
後
出
の
資
本
利
朗
献
況
に
も
蹴
係
し
て
↓
然
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

こ
と
で
は
た
だ

其
の
耕
作
方
法
の
内
容
に
於
け
る
土
地
的
資
源
利
用
欣
態
に
関
係
し
た
君
子
の
要
黙
を
指
摘
す
る
に
止
め
て
置
か
う
。
即
ち
第
一
に

種
子
及
び
作
物
の
種
類
に
闘
す
る
適
地
性
、
経
済
性
に
閲
す
る
合
迎
的
選
捧
も
米
だ
極
め
亡
不
充
分
で
あ
り
、
第
二
に
農
耕
用
具
は

目印協合、 ~p度産業貿易股勢、昭和 10今、 '43頁以下長F{io3) 



数
千
年
来
の
偉
統
を
其
の
佳
の
甚
だ
原
始
的
間
隔
な
る
が
一
般
に
使
用
さ
れ
て
を
り
、
第
三
に
而
し
て
印
度
の
農
業
に
つ
き
最
も
重

要
た
黙
で
あ
る
が
、
今
日
印
度
で
は
農
耕
用
家
高
印
ち
多
く
は
牛
及
水
牛
で
あ
る
が
、

そ
れ
の
糞
が
殆
ん
ど
全
部
農
家
の
燃
料
に
使

期
さ
れ
て
ゐ
て
而
も
人
治
肥
料
を
購
入
す
る
資
力
も
無
き
僅
に
土
地
は
徒
に
掠
奪
耕
作
に
供
さ
れ
て
地
味
は
谷
々
癒
せ
衰
へ
行
き
牧

獲
力
も
ま
た
従
つ
で
一
般
に
甚
だ
低
く
な
っ
て
ゐ
る
。

二
林
業
に
於
け
る
土
地
的
資
源
の
利
用
欣
況
。
印
度
は
林
業
に
闘
係
の
方
商
か
仏
見
て
も
気
候
の
僚
件
、
地
理
範
閤
肢
が
り
の
保

件
等
に
於
て
極
め
で
天
然
の
裏
輿
を
受
〈
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
寅
際
に
於
て
は
、
長
年
に
亙
る
掛
川
伐
と
、
計
劃

直
一

的
植
林
事
業
の
遜
滞
と
の
居
捕
に
、
今
日
全
印
度
領
域
内
に
於
切
る
商
業
的
森
林
地
は
金
森
林
適
地
の
約
四
割
に
過
ぎ
た
い
有
様
で
あ

り
、
且
又
年
々
の
伐
保
も
年
々
の
自
然
成
長
の
三
分
ノ
一
に
過
ぎ
な
い
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
此
綜
合
し
て
、
印
度
の
森
林
関
係
的

地
的
資
源
の
現
資
的
利
用
は
品
川
主
的
能
力
の
約
A
4
γ

川
町
川
に
止
ま
り
、
唆
徐
は
徒
に
股
艇
の
決
況
に
あ
る
と
濯
山
口
一
さ
れ
こ
ゐ
る
。

(
討
一
)

植
林
事
業
は
今
日
全
然
そ
れ
が
放
置
さ
れ
て
ゐ
る
津
で
は
な
〈
、

一
八
一
色
在
年
以
後
印
度
総
督
に
よ
る
堤
防
が
あ
っ
て
漸
次
迩
捗
し
て
来

て
ゐ
る
と
も
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
(
日
印
協
舎
、
前
掲
、

一
五
四
百
)
し
か
し
決
し
て
未
だ
会
印
領
域
に
つ
い
て
額
著
な
る
普
及
愛
遣
が
あ
る
諜

で
は
な
い
白
で
あ
る
。

三
水
産
業
に
依
る
土
地
的
資
源
の
利
剤
取
況
。
水
産
業
の
方
面
か
ら
見
た
る
印
度
は
直
轄
領
ベ
ン
ガ
ル
、

ピ
ハ
ル
・
オ
リ
ツ
サ
、

7
F
-
7
ス
諸
問
柿
に
於
け
る
内
陸
漁
業
適
地
を
始
め
と
し
て
凡
そ
米
閣
に
次
い
で
大
規
模
の
内
陸
漁
業
適
地
を
有
し
、
共
の
他
に
近
海

遠
海
に
成
大
友
減
水
漁
業
適
地
を
有
し
て
ゐ
る
。
近
代
式
科
間
半
的
技
術
を
以
て
此
の
英
大
友
る
水
産
的
資
源
の
培
育
利
用
に
努
力
す

る
な
ら
、
寅
に
無
限
の
r
へ
惑
的
自
E

庫
を
開
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
今
日
印
度
の
水
産
業
は
此
の
望
庫
を
開
い
で
全

印
度
品
川
、
食
人
口
に
剥
し
て
水
産
食
品
を
供
給
す
る
震
に
突
然
恵
興
の
潜
存
的
資
源
力
を
未
だ
そ
れ
の
一
二
分
の
一
程
も
現
賓
に
利
用
し

印
度
に
於
け
る
凶
民
的
産
業
能
率
の
遅
滞
性
に
就
て

三菱経済肝究所、太平洋に於ける凶際経済関係、昭和12&f二、 284頁。4) 



印
度
に
於
け
る
闘
民
的
産
業
能
率
の
遅
滞
性
に
就
て

て
ゐ
た
い
と
推
定
さ
れ
て
ゐ
る
c

配
鍛
工
業
に
依
る
土
地
的
資
源
の
利
用
政
況
c

此
の
方
面
に
於
て
は
、
印
度
の
産
業
的
繁
柴
の
震
に
先
づ
著
眼
ナ
ペ
き
も
の
と
し

で
河
水
が
あ
る
。
河
水
は
交
活
運
輸
府
以
外
に
現
代
科
皐
の
力
を
以
て
と
れ
を
電
源
用
及
濯
淑
刑
に
利
用
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
就

中
電
挽
月
と
し
て
の
河
水
の
現
代
的
意
義
は
桜
め
て
章
一
大
で
あ
る
。
此
の
貼
に
於
て
印
度
は
二
千
七
百
寓
応
力
に
法
す
る
幣
校
的
電

源
能
力
の
川
水
を
布
し
て
米
闘
に
火
い
同
一
太
一
本
の
地
枕
に
あ
る
と
指
定
さ
れ
る
に
も
不
刷
、
今
日
明
寅
で
は
共
の
中
の
世
に
約
一
一
十

五
寓
馬
力
を
電
源
的
用
途
に
利
用
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
寅
に
潜
在
的
能
力
の
一
%
に
も
透
せ
ざ
る
程
度
で
あ
る
。

乙
れ
を
瑞
、

犯
、
目
、
怖
、
米
、
加
等
諸
固
に
比
較
し
て
そ
こ
に
水
力
電
源
の
利
用
上
質
に
著
し
き
遅
滞
が
あ
る
。

河
水
以
外
に
、
印
度
に
市
部
ま
れ
た
る
餓
説
的
資
源
は
又
甚
だ

E
大
で
あ
る
。
就
巾
金
、
鎖
、
行
山
及
、
石
油
等
が
著
し
き
も
の
で
、

共
の
他
に
マ

Y

ガ
ン
、
銀
、
鈴
、
亜
鉛
、
鋼
、
錫
、

タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
雲
母
等
に
就
て
も
続
税
し
難
い
塊
古
川
長
を
有
す
る
事
が
明
か

に
な
っ
て
ゐ
る
。
然
る
に
、

そ
れ
ら
諸
抽
刷
業
的
資
源
の
開
表
は
近
時
漸
増
の
傾
向
を
見
る
と
は
雌
も
、
た
ほ
未
だ
決
し
て
共
の
褒
建

定
分
な
り
と
は
い
へ
・
な
い
欣
態
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
石
炭
は
可
採
炭
量
推
定
少
く
と
も
二
百
億
噸
と
い
ふ
に
、

一
九
=
二
年
度
の
統

計
に
依
れ
ば
採
炭
量
僅
に
二
千
寓
噸
で
、
同
年
の
我
園
内
地
鍛
の
産
額
の
三
千
高
明
に
比
し
で
大
い
に
劣
っ
て
ゐ
る
有
様
で
あ
る
。

印
度
に
於
て
最
も
注
目
す
べ
き
鎖
業
的
資
源
は
餓
銭
で
あ
る
。
そ
れ
は
均
一
世
間
量
約
三

O
億
噸
と
推
定
さ
れ
米
、
悌
に
次
ぐ
地
位
を
持

つ
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
其
の
現
資
採
掘
額
は
近
年
即
ち
一
九
三
四
年
に
於
て
友
ほ
僅
に
年
産
二
百
寓
噸
に
足
ら
ね
程
度
で
、

と
れ
を
米
、
曲
師
、
英
、
濁
等
主
要
製
鎖
国
に
於
け
る
採
掘
欣
況
と
の
園
際
比
較
の
上
で
甚
し
く
低
位
に
あ
る
。
石
油
も
ま
た
埋
碕
推

定
量
十
億
バ
レ
ル
に
達
す
る
と
い
は
れ
乍
ら
、
北
(
の
圏
内
産
額
は
圏
内
需
要
を
充
し
得
守
し
て
、
最
近
で
も
一
年
に
二
億
ガ
ロ
シ
以

三菱経済研究所、前掲288頁参照。5) 



上
の
輸
入
を
見
て
ゐ
る
。

以
上
各
産
業
部
門
に
分
ち
て
そ
れ
に
依
る
印
度
の
土
地
的
資
源
の
利
用
に
つ
い
て
現
欣
の
概
要
を
窺
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
吾
々
は
、
今
日
の
印
度
が
天
興
の
土
地
的
資
源
の
潜
在
力
を
共
の
園
家
的
富
と
枇
曾
的
幅
祉
と
の
震
に
現
寅
に
利
用
し
て

ゐ
る
程
度
が
友
ほ
極
め
て
低
く
、

い
は
ピ
そ
こ
に

E
大
友
る
経
済
的
浪
費
が
犯
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
抑
と
か
ミ

る
事
態
の
依
っ
て
来
る
原
因
が
何
で
あ
る
か
は
重
大
友
間
競
で
友
け
れ
ば
友
ら
ね
が
、
そ
れ
は
以
下
に
見
る
人
的
資
源
と
資
本
と
の

利
用
紙
況
に
も
関
係
す
る
と
乙
ろ
深
い
と
い
ふ
事
情
も
あ
り
、
労
々
以
て
今
は
全
く
そ
の
問
題
に
鰯
れ
な
い
の
で
あ
る
。

印
度
に
於
げ
る
人
的
資
源
の
浪
費

一
般
に
一
園
の
産
業
的
護
達
郎
ち
生
産
力
の
摘
充
強
化
は
共
の
図
民
に
於
け
る
人
的
資
源
の
埼
育
刺
附
の
献
況
に
制
約
さ
れ
る
と

こ
ろ
頗
る
重
大
で
あ
る
。
人
的
資
源
の
培
育
利
用
は
勿
論
一
因
に
於
け
る
道
徳
島
T

義
宗
教
等
丈
化
的
慣
値
百
般
の
創
造
後
建
を
制
約

ず
る
け
れ
ど
も
、

こ
こ
で
は
専
ら
図
民
経
済
的
債
値
の
創
治
過
程
に
於
け
る
根
元
的
要
素
と
し
て
の
人
的
資
源
の
意
義
に
著
限
ず
る

の
で
あ
る
。
此
の
見
地
か
ら
見
て
印
度
は
今
日
支
で
共
の
人
的
資
源
に
つ
き
費
に
甚
大
友
る
浪
費
を
犯
し
て
ゐ
る
。
か
く
て
、
支
那

に
失
い
で
の
共
の
豆
大
人
口
は
位
田
仲
産
業
界
に
於
け
る
印
度
の
地
位
を
高
か
ら
し
む
べ
き
積
極
的
要
素
と
し
て
作
用
す
る
よ
り
も
、

寧
ろ
印
度
の
経
済
的
護
達
に
封
ず
る
重
き
負
捨
に
在
っ
て
ゐ
る
。
産
業
的
見
地
か
ら
見
た
印
度
に
於
け
る
人
的
資
源
の
浪
費
と
い
ふ

本
質
的
事
象
は
種
々
な
る
現
象
形
態
に
於
て
展
開
し
て
ゐ
る
の
で
、
以
下
そ
れ
ら
箇
々
の
方
面
に
つ
き
順
失
に
乙
れ
が
内
容
を
検
討

し
て
行
か
う
。印度

に
於
け
る
国
民
的
産
業
能
率
の
週
帯
性
に
就
て

三菱紹済研究所、前掲287頁参照。



印
度
に
於
け
る
困
民
的
産
業
能
率
四
遅
滞
性
に
就
て

四

一
園
民
的
健
康
欣
態
の
著
し
き
不
良
性
。
園
民
的
健
康
欣
態
の
不
良
性
は
一
般
に
筑
児
期
乃
至
早
期
死
亡
を
多
く
し
て
人
口
構
成

〔

働

一

一

に
於
け
る
生
産
期
人
口
の
割
合
を
低
下
し
、
国
民
の
智
力
道
徳
力
を
弱
め
、
生
産
期
年
齢
の
人
口
の
気
力
岡
田
力
を
萎
鹿
せ
し
め
る
等

の
諸
般
の
関
係
か
ら
一
画
産
業
の
焚
達
に
針
し
て
重
大
友
る
障
碍
と
な
る
。
殊
に
印
度
に
於
て
は
其
の
岡
氏
的
健
康
欣
態
の
不
良
性

に
勺
い
て
は
、

一
般
の
惜
位
低
下
に
依
る
右
皐
げ
た
諸
障
碍
以
外
に
、
概
狂
、
襲
明
、
育
目
、
病
患
と
な
り
、

生
き
な
が
ら
の
屍
と

し
て
生
牽
界
よ
り
離
脱
し
て
ゐ
る
人
口
数
も
少
く
な
い
の
台
あ
る
つ

(
註
ニ
)

一
般
に
生
産
期
年
齢
主
し
て
認
め
、
b

れ
る
十
五
歳
i
五
十
九
歳
白
人
口
の
穂
人
口
に
針
寸
る
割
合
は
一
九
一
二
年
の
統
計
で
五
六
%
で
あ

る
。
と
れ
は
老
年
期
人
口
の
大
な
る
に
依
る
白
で
な
く
早
期
死
亡
が
過
多
な
る
に
依
る
。
但
し
我
図
の
人
口
構
成
に
於
て
も
、
昭
和
五
年
白
岡
勢

調
査
に
よ
れ
ば
、
(
内
閣
統
計
局
、
前
掲
=
二
頁
参
照
)
前
記
生
産
期
人
口
教
の
割
合
は
、
右
印
度
の
場
合
と
同
作
で
あ
る
。
尤
も
人
口
構
成
の
会

般
的
歌
態
は
同
ピ
で
は
な
い
。

早
期
死
亡
過
多
の
現
象
は
印
度
に
於
け
る
人
的
資
源
の
浪
費
を
一
不
す
一
大
特
象
で
あ
る
。
印
度
人
の
卒
均
飴
命
は
男
女
合
併
平
均

し
て
生
後
廿
五
年
弱
に
友
つ
て
ゐ
る
。
と
れ
は
列
圏
中
の
最
低
位
で
、
英
、
米
、
働
等
の
約
五
十
年
友
る
に
比
較
し
て
、
共
の
字
以

曜
=
一

下
に
首
る
。
皐
党
印
度
は
列
強
諸
国
と
同
一
規
模
の
人
口
を
維
持
す
る
震
に
、
後
者
に
比
較
し
て
二
倍
以
上
の
園
民
的
精
力
を
費
し

て
ゐ
る
計
算
に
た
る
。

{
註
一
ニ
)

我
闘
の
近
年
で
は
平
均
儀
命
は
生
後
約
四
十
五
年
に
な
っ
て
ゐ
る
。
矢
野
、
白
峰
共
編
、
日
本
因
勢
園
舎
、
昭
和
十
三
年
、
四
三
三
頁
以

下
参
照
。

印
度
で
は
生
後
十
五
年
迄
に
出
生
者
一

0
0
0
人
に
つ
き
約
五

0
0
人
の
死
亡
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
こ
に
印
度
に
於
け
る
生
産
期
人

口
敏
の
著
し
き
倍
率
化
白
原
闘
が
存
し
て
ゐ
る
。



印
度
に
於
け
る
早
期
死
亡
の
過
多
が
、

一
園
人
的
資
源
の
浪
費
売
る
所
以
は
具
閥
的
に
は
更
に
種
々
の
方
面
か
ら
こ
れ
を
観
祭
し

な
け
れ
ば
な
ら
む
。

第
一
に
、
大
鰐
十
五
歳
以
下
の
一
年
齢
期
は
人
生
の
負
債
期
と
し
で
閥
民
経
済
的
繁
染
に
針
し
て
何
等
積
倒
的
責
臥
を
致
す
要
素
と

な
ら
胞
か
ら
こ
れ
を
夫
々
一
平
均
徐
命
か
ら
差
引
け
ば
、
印
度
人
は
列
強
諸
園
人
が
生
れ
て
三
十
ケ
五
年
の
祈
動
期
を
有
す
る
に
針
比

し
保
に
約
十
ヶ
年
の
活
動
期
を
持
つ
に
過
ぎ
友
い
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
早
期
死
亡
が
母
性
に
負
は
し
め
る
浪
資
的
負
捲
の
方
面
上
り
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
印
度
の
出
生
率
か
ら
計
算
し

干
高
人
の
目
性
の
産
児
的
日
動
が
あ
る
。
故
に
、
印
度
人
の
卒
均
議
命
が
若
し
列
強
並
な
ら
人
口
維

注
四

川
刊

L
し
に
右
の
母
性
的
一
出
動
は
約
五
百
川
崎
人
を
以
て
が
-
る
認
で
か
る
3

ほ
位
に
劃
し
て
興
へ
る
児
女
死
亡
の
悲
嘆
損
失
は
勿
論
翠
な
る

て
印
皮
に
は

ヶ
年
間
に
約

経
済
的
吻
質
的
叫
川
憶
を
沼
舷
す
る
も
の
が
め
る
つ

〆

ミ

ノ

、

J
I
'
1
i
 

司
品
寸
ウ

~J
叩長壬

!
日
l
i
i

-
L
、

叫
ぶ
ザ

育
児
の
泊
料
が
ほ
性
的
文
子
に
針

Jγ
‘品川は

め
る
経
済
的
布
形
的
負
携
が
兇
女
の
早
期
死
亡
に
よ
っ
て
全
く
浪
費
に
蹄
せ
し
め
ら
れ
る
に
図
る
図
兵
経
済
的
損
失
も
亦
極
め
て
重

一
産
児
的
母
性
活
動
が
偲
に
六
ヶ
月
を
要
す
と
す
れ
ば
、
印
度
に
於
て
は
先
に
述
べ
た
数
字
と
併
せ
計
算
し
て
、
一
ケ

詮
五

年
聞
に
約
二
百
五
十
高
人
の
女
性
が
空
し
く
生
産
的
、
創
也
的
仕
事
か
ら
手
を
離
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
結
論
を
生
や
る
の
で
あ
る
。

大
で
あ
る
。

(
説
凶
)

印
度
の
乳
児
(
渦
一
蔵
以
下
)
死
亡
率
は
一
九
一
一
一
三
年
の
調
査
報
告
に
依
れ
ば
一

0
0
0
人
に
つ
き
二

C
C
l
二
五

O
人
に
設
し
て
ゐ
る
。

我
園
で
は
近
年
大
世
一

0
0
0
人
に
つ
き
一

C
C
人
内
外
で
あ
り
、
英
蘭
及
ウ
Z
1
ル
ス
で
は
一

C
O
C
人
に
つ
き
約
六
O
人
で
あ
る
。
矢
野
、

白
崎
共
編
、
前
掲
、
四
三
二
一
貝
参
照
。

(一一位五)

印
度
に
於
け
る
高
率
の
乳
児
死
亡
現
象
が
某
〈
と
こ
ろ
の
原
凶
は
深
〈
日
つ
虞
ぃ
。
そ
れ
は
一
般
的
高
卒
死
亡
を
規
定
す
る
諸
多
の
祉
舎

的
、
紹
涛
的
、
自
然
的
諸
原
凶
の
他
に
、
特
に
住
民
の
衛
生
的
文
化
的
水
準
の
低
伎
な
る
錫
め
生
児
に
訴
し
て
栂
品
て
初
歩
的
な
産
児
時
育
O
手

印
度
に
於
げ
る
幽
民
的
産
業
能
率
の
遅
滞
性
に
就
て

五



印
度
に
於
け
る
岡
民
的
産
業
能
率
の
遅
滞
性
に
就
て

一』/、

常
さ
へ
施
さ
れ
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
貼
に
も
起
附
す
る
。
官
械
駿
介
詩
、
鹿
制
下
の
イ
ン
ト
同
和
十
三
司
一
八
八
頁
及
び
三
菱
紋
融
制
研
究
所
、
前
掲
、

二
七
一
一
貝
等
参
照
。
た
ほ
後
出
の
撤
端
た
早
期
結
婚
が
共
の
一
…
闘
を
成
し
て
ゐ
る
。

な
い
が
、

一
般
的
惜
位

ω
低
下
を
粛
す
原
闘
は
深
く
検
討
し
友
け
れ
ば
左
ら

こ
こ
で
は
た
だ
百
接
の
契
機
と
し
て
悪
疫
の
流
行
と
一
般
的
皆
養
不
良
と
の
二
つ
を
指
摘
し
て
を
か
う
。

印
度
に
於
け
る
早
期
死
亡
率
過
多
、
陵
疾
者
の
大
規
模
護
生
、

r
i
C
}円
μ
E
F
-
A
コ
士
一
円
巳
h
J
h
f

一t
J
-
y
、
戸
、
心
へ
と

4

・

1
f
ω
人
ド
げ
心
じ
庁
制
(
上
山
A
7
t
H
ぃ
卜

~
~
I
;

ヲ
タ
川
市
ん

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
赤
刷
、

マ
ラ
リ
ヤ
熱
附
一
?
の
思
伎
が
流
行
し
て
ゐ
る
。

就
中
マ
ラ
リ
ヤ
熱
は
印
度
に
於
け
る
普
通
の
疾
病
中
特
に
注
意
す
べ
き
耐
等
を
生
じ
て
ゐ
る
。
売
と
へ
ば
一
九
二
七
年
に
於
付
る
人

口
千
人
詰
り
死
亡
二
四
・
八
九
件
中
一
四
・
二
九
件
は
大
健
7

ラ
リ
ヤ
熱
に
原
凶
が
あ
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
此
の
稗
疾
病

は
印
度
の
各
地
方
、
各
峨
菜
、
各
階
級
の
人
口
を
犯
し
て
を
り
、
共
の
潟
に
空
費
さ
れ
る
活
動
日
の
量
は
測
り
知
る
べ
か
ら
ざ
る
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

7

ラ
リ
ヤ
熱
が
印
度
に
於
け
る
人
的
資
源
の
浪
費
を
生
や
る
現
象
は
多
方
面
に
起
る
。
第
一
に
死
亡
に
よ
っ
て

人
口
を
奪
ひ
第
二
に
治
癒
後
図
民
の
精
力
乃
至
勢
働
能
率
を
破
』
壊
し
、
第
三
一
に
但
常
的
の
マ
ヲ
リ
ヤ
熱
流
行
が
各
筒
の
大
経
営
を
し

て
常
に
高
卒
の
議
備
的
従
業
者
の
雇
入
れ
を
徐
儀
た
か
ら
し
め
る
。

悪
疫
流
行
の
他
に
、
印
度
で
は
人
日
の
大
多
数
が
平
常
的
の
皆
養
不
足
乃
至
餓
餓
欣
態
に
あ
る
。
人
口
の
犬
多
数
が
械
端
在
る
、

危
険
た
る
貧
困
欣
態
に
あ
る
と
と
は
寅
に
今
日
誌
の
印
度
一
経
済
の
一
大
特
徴
で
あ
る
。
人
口
の
宍
多
数
が
陥
っ
て
ゐ
る
餓
餓
的
替
養

欣
怒
に
つ
い
て
は
、
屡
L

司
会
印
度
の
操
業
を
襲
び
又
例
年
勃
れ
か
の
一
部
地
方
を
犯
す
大
小
の
凶
作
現
象
が
勿
論
一
つ
の
重
大
要
因

住
ー

を
成
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
凶
作
は
と
も
か
く
臨
時
の
現
象
で
る
る
。
そ
れ
よ
り
も
一
一
麿
重
要
な
の
は
恒
常
的
に
存
在
す
る
一
般
的

曜
七

食
養
不
足
の
樹
貧
献
態
で
あ
る
。
削
叫
ち
卯
度
に
於
て
山
川
食
糧
の
閣
内
消
費
が
総
人
口
必
要
量
の
三
分
ノ
二
に
過
ぎ
た
い
の
で
あ
る
。

目印協合、前掲17頁参照。
印度に於ける生業者ーの約 70;3bを抱〈農村大柴の根貧快活Fにワいては、名和統
一、日本紡績業と原棉問題研究、昭和12年491頁参照c
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(
註
六
)

地
理
的
閥
係
か
ら
、
六
|
九
月
の
聞
に
多
量
の
雨
を
粛
す
南
西
モ
ン
ス
ー
ン
(
年
雨
量
の
約
九

C
%
を
質
す
)
は
印
度
農
業
に
と
っ
て
重
要

保
件
で
あ
る
。
然
る
に
五
ヶ
年
の
う
ち
に
一
ヶ
年
崎
市
水
少
き
こ
と
あ
り
、

十
ヶ
年
に
一
ヶ
年
は
田
中
魁
に
悩
ま
さ
れ
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
環
境
に
あ

る
こ
と
、

E
つ
イ
ギ
リ
ス
支
配
下
の
諸
政
策
の
影
響
で
農
民
自
奴
抗
力
は
断
る
薄
弱
に
さ
れ
て
を
り
、
品
開
端
な
零
細
農
の
立
場
で
、
生
産
方
法
の

改
良
の
如
き
ん
よ
〈
手
が
つ
か
泊
。

(
其
の
零
細
農
の
資
庵
股
態
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
副
査
部
、
町
皮
民
族
具
、
昭
和
十
年
、

二
九
八
頁
以
下
参

照
)
。

か
く
て
、

一
度
凶
作
来
れ
ば
餓
死
す
る
も
の
数
十
百
千
寓
に
及
び
、
制
押
し
き
家
畜
も
山
悶
死
す
る
。
東
市
一
経
済
調
査
局
、
イ
ギ
リ
ス
の
印
度

統
治
、
昭
和
十
年
、

九
O
頁
以
下
参
照
。

(
註
七
)

「
ベ
ン
ガ
ル
に
於
け
る
農
民
自
一
大
部
分
は
現
在
、
鼠
で
さ
へ
も
五
組
問
と
は
止
一
き
得
な
い
や
う
な
食
物
で
生
}
附
し
て
ゐ
る
」
{
円
妓
駿
介
諜

前
崎
一
八
八
一
只
。

一
一
国
民
L

へ
京
の
い
川
一
致
内
無
知
恒
3

印
皮
の
岡
氏
大
木
に
於
行
る
結
く
べ
き
税
皮
山
一
般
的
純
一
知
佐
一
墜
熊
野
机
育
は
印
r

反
の
人
的
資
尿

h

ーミ回忌

E
〉
」
匹
岡
肝
疋

e
J
H
ご
う

5
0

汀

μ
羊

evu
一
司
コ
ヨ
4
3
寸
ノ
司
川
H
1
4
A
M
-
-
t

有
の
欣
態
に
恭
〈
凶
氏
前
川
動
能
力
J
の
山
引
失
は
と
れ
を
一
叶
叫
慨
に
測
ハ
比
す
る
こ
と
が
関
郊
で
め
っ
て

も
、
若
し
北
ハ
の
額
の
美
大
に
注
す
べ
き
こ
と
は
、
大
凡
推
測
さ
れ
得
る
事
柄
で
あ
る
。

印
度
人
口
に
於
け
る
識
学
者
数
の
割
合
は
、

人
口
一
線
踏
に
つ
い
て
一
九
一
一
一
年
に
は
七
%
、

一
九
二
二
年
に
は
九
二
二
%
で
あ
る

と
統
計
が
報
告
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、

と
れ
は
た
だ
形
式
上
の
事
賓
で
あ
る
か
ら
賓
際
上
は
な
ほ
右
の
比
率
の
半
分
以
下
で
あ
ら
う

と
い
ん
。
貨
に
印
度
は
教
育
の
水
準
に
つ
い
て
世
界
中
で
最
も
遜
れ
た
図
で
あ
っ
て
、
全
〈
諸
列
強
岡
山
と
の
比
較
に
嘩
え
友
い
の
で

あ
る
c

(
註
八
)

我
凶
人
口
中
文
盲
者
の
割
合
は
人
口
全
般
に
つ
い
て
最
近
に
約
八
・
五
%
で
あ
る
。

其
の
他
市
ほ
此
の

満
州
場
で
は

0
・
0
2
一
九
で
あ
る
。

鮎
に
つ
き
、
矢
野
白
崎
共
編
、
前
掲
、
凹
二
六
頁
参
照
。

一
般
に
事
物
諸
関
係
針
に
す
る
知
識
特
に
技
術
過
程
に
闘
す
る
智
識
熟
練
技
能
は
片
品
前
李
の
根
本
的
契
機
だ
か
ら
、
印
度
弊
働

印
度
に
於
け
る
閣
民
的
産
業
能
率
の
遅
滞
性
に
就
て

七

宮城駿介誇前掲、 181頁以下。9) 



印
度
に
於
け
る
闘
民
的
産
業
能
率
の
遅
滞
性
に
就
て

，'-. 

者
の
努
働
能
率
が
列
強
産
業
闘
に
於
け
る
そ
れ
に
比
較
し
て
大
い
に
劣
っ
て
ゐ
る
こ
と
に
就
て
は
、
印
反
大
衆
一
般
の
甚
し
き
無
皐

註

丸

町

そ
こ
に
一
つ
の
有
力
な
原
因
と
し
て
作
用
し
て
ゐ
る
こ
と
を
疑
ひ
得
な
か
ら
う
。
尤
も
一
同
氏
の
惜
労
働
能

無
知
性
と
い
ふ
こ
と
が
、

率
は
更
に
一
般
的
吐
命
日
経
格
闘
係
、
企
業
及
び
経
営
の
組
織
欣
態
、
労
働
者
同
惜
の
隠
位
、
道
徳
力
等
に
よ
っ
て
も
制
約
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
る
が
。

、bh
h
'
U
J

JCZ-
一μJ
F
/
h

「
慨
に
川
本
と
叩
肢

J
L
E
比
服
[
て
見
品
と
、
士
一
締

E
主
3

す
る
印
度
で
は
仙
川
一
働
者
一
人
の
撚
常
十
品
紡
錘
吸
は
刊
に
↑
へ

C
維
で
あ
一
一
品
り

に
略
問
椴
め
蔀
付
に
あ

5
日
本
で
は
約
四

C
C
岨
献
で
あ
る
。

勧
め
大
紡
較
闘
に
U
A
L
て
~
恥
町
出
血
む
判
官
献
努
働
者
倍
能
宇
陀
低
劣
な
る
こ
と

は
明
白
な
事
貨
で
あ
る
。
」
日
印
協
舎
、
前
掲
、

頁。

園
民
的
産
業
能
率
の
見
地
に
於
て
高
度
の
科
曲
学
的
技
術
的
教
育
及
び
研
究
の
意
義
を
重
視
す
べ
き
こ
と
勿
論
で
ち
り
、
印
度
に
於

て
そ
れ
が
大
い
に
遅
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
が
、

そ
れ
よ
り
も
特
に
注
意
す
べ
き
は
印
皮
に
於
け
る
岡
氏
初
等
教
育
の

驚
く
ペ
き
港
滞
性
で
あ
る
。
今
日
諸
刊
強
に
は
一
般
に
無
料
且
つ
強
制
々
の
一
初
等
敦
育
が
普
及
し
て
ゐ
る
の
だ
が
、
印
皮
に
は
未
だ

か
a
h

る
劃
一
的
一
初
等
教
育
制
度
が
存
し
て
ゐ
友
い
。
か
く
て
、
今
日
杢
印
度
人
口
中
五
l
一
O
放
の
児
童
数
略
、
、
四
千
五
百
高
人
と

見
て
共
の
中
僅
に
六
百
高
人
が
初
等
敬
育
を
授
け
ら
れ
、
繭
除
の
四
千
寓
人
は
何
等
の
皐
校
教
育
を
も
授
け
ら
れ
や
に
放
置
さ
れ
て

ゐ
る
児
童
大
衆
で
る
る
。
又
成
人
教
育
の
意
義
は
近
年
諸
園
敦
れ
も
大
い
に
と
れ
を
重
視
し
て
ゐ
る
が
、
印
皮
で
は
又
新
聞
雑
誌
議

抗
曲
学
校
等
諸
手
段
に
よ
る
此
の
種
教
育
が
非
常
に
渥
れ
て
ゐ
る
。

己
弊
働
人
口
に
於
け
る
券
働
日
の
寡
少
及
び
夫
業
の
現
象
。
印
度
内
農
民
及
び
手
工
業
者
の
問
に
於
け
る
貿
持
働
日
の
本
少
は
人

的
資
源
浪
費
の
観
結
か
ら
重
視
す
べ
き
二
現
象
で
あ
る
。
パ
ン
ジ
ヤ
ヴ
プ
、
ベ
ン
ガ
ル
、
マ
ド
ラ
ス
共
の
他
印
度
各
地
方
を
通
じ
て
一

様
に
農
民
が
年
中
に
於
て
農
耕
に
従
事
す
る
寅
持
働
日
は
僅
に
五
!
八
ヶ
月
に
遁
ぎ
左
い
。
開
飴
の
時
聞
は
鍬
?
と
し

τ遊
惰
に
日

Panandikar， S.， G. lndustual Lauour in lndia， 193.3. p" 214・10) 



を
暮
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
勤
勉
努
力
の
道
能
力
が
薄
弱
な
る
こ
と
、
農
作
規
模
が
過
小
な
る
こ
と
、
経
皆
多
角
化
等
の

如
き
農
業
経
皆
組
織
及
び
農
耕
弁
働
時
聞
の
配
置
を
改
良
せ
ざ
る
こ
と
、
交
通
及
び
市
場
関
係
に
障
碍
が
る
る
こ
と
、
気
候
の
悪
傑

件
等
因
っ
て
来
る
と
こ
る
は
複
微
だ
が
、

と
に
か
く
そ
こ
に
は
移
し
き
時
間
の
定
費
が
あ
る
。
此
の
黙
は
手
工
業
者
に
つ
い
て
も
事

設
一
口

情
の
同
じ
き
も
の
が
あ
る
。
共
の
他
に
大
規
模
組
織
の
産
業
に
於
け
る
下
級
持
働
者
及
び
智
識
労
働
者
の
聞
に
於
け
る
失
業
、
高
度

註
一
一

異
動
李
、
同
盟
罷
業
及
び
工
場
開
出
等
の
努
働
争
議
等
諸
枇
舎
現
象
に
於
て
人
的
資
源
の
大
な
る
浪
費
が
起
っ
て
ゐ
る
。

(
詫
一

O
)

印
度
に
於
け
る
工
業
努
働
者
の
失
業
は
景
気
の
型
動
に
よ
る
他
に
、
農
村
人
口
の
大
量
的
都
市
誠
入
と
産
業
組
犠
の
費
草
過
程
に
あ
る

こ
と
と
が
叉
そ
こ
で
一
原
因
を
成
し
て
ゐ
る
。
(
司
E
Z
L
-
r
p
J
戸

(
y
u
-
-
L
W
日
M

E

A

。)

話

、J

一
般
に
就
業
界
、
劫
率
が
検
め
て
高
い
。
大
挺
の
工
場
で
は
毎
月
全
就
業
者
敬
の
五
月
が
交
代
し
て
ゐ
る
。
削
ち
二
年
来
尚
に
A
T

従
業
者

日

P
J
d
モ
「
る
。
へ
ZvzduI
円

y

h

士。

;

4

6

、

:

叩
皮
に
仙
川
け
る
伊
首
討
L
M
一
綱
怖
の
丸
沿
化
に
つ
い
て
は
、

明
河
川
料
昨
日
州
主
崎
、

7
3
、

H
i
 

-fiJ 

〆"，

'l~ 
jl 
J~l 
」ド

点と

が
'i~~ 

竣
駿
介
謀
、
前
掲
、

一
二
五
頁
以
下
参
照
。

四
宗
教
の
悪
影
響
に
因
る
岡
氏
的
活
力
の
温
一
世
。
現
今
印
度
に
行
は
れ
て
ゐ
る
宗
教
は
印
度
敬
、
回
数
、
例
数
、
原
始
数
、
某
督

教、

シ
ー
ク
数
、
脅
那
敬
、
奔
大
教
、
等
身
無
数
宗
汲
に
分
れ
て
ゐ
る
が
、
就
中
印
度
数
は
最
も
普
及
し
今
日
杢
印
度
人
の
約
三
分

ノ
二
郎
ち
約
二
億
人
徐
は
と
れ
に
属
し
て
ゐ
る
。
各
宗
祇
信
仰
の
内
容
的
資
欣
は
勿
論
夫
々
に
特
徴
を
持
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

印
度
教
を
始
め
今
日
印
皮
に
勢
力
あ
る
有
力
宗
汲
の
大
謹
は
通
じ
て
共
の
信
仰
内
容
に
於
け
る
甚
し
き
迷
信
性
、
現
世
厭
離
性
、
物

質
蔑
硯
性
、
超
現
賞
美
遁
求
性
、
自
然
順
麿
性
等
に
共
の
顛
著
左
特
質
を
持
っ
て
ゐ
る
。

そ
れ
が
犬
衆
に
依
る
枇
曾
的
関
係
の
改
善

及
び
経
済
産
業
の
褒
遼
へ
の
努
力
に
謝
し
て
重
大
な
る
牽
制
的
作
用
を
成
し
、
産
業
上
の
人
聞
の
活
動
乃
至
向
上
心
を
芸
膿
消
磨
せ

し
め
て
ゐ
る
耐
害
は
寅
に
著
し
き
も
の
が
あ
る
。

印
度
に
於
け
る
図
民
的
産
業
能
率
四
遅
滞
性
に
就
て

九

宗教については、佐野甚之助、印度及印度人、大IE6年、 108頁以下参照。
外務省調査部、前掲、 294頁多照。12) 



印
度
に
於
け
る
岡
氏
的
産
業
能
率
の
遅
滞
性
に
就
て

O 

五
枇
合
的
諸
鉢
習
に
よ
る
園
民
的
活
力
M

労
働
力
の
消
磨
。
岡
氏
的
産
業
能
率
の
見
地
か
ら
印
皮
に
於
け
る
吐
品
目
的
諸
弊
朝
日
と
し
て

注
意
す
ぺ
き
も
の
少
〈
友
い
が
、
特
に
所
謂
カ

1
ス
ト
制
度
(
種
姓
制
度
)
、

婦
人
閉
居
制
度
、
半
腐
の
風
習
、

大
家
族
制
度
が
指
摘

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

イ
カ

l
ス
ト
制
度
行
戸
田
町
出

E
S
)
及
び
こ
れ
に
附
随
す
る
雨
他
の
諸
階
級
制
度
と
は
婆
羅
門
、
利
帝
利
、
吠
合
、
首
陀
の
四
階

級
及
び
繭
他
の
不
可
燭
枝
氏
へ
ハ
リ
ジ
ヤ
ン
)
階
級
の
五
大
別
を
器
本
忙
し
て
.
印
度
の
枇
命
問
↓
へ
夜
中
↑
複
雑
多
様
無
数
の
枇
爪
合
階
級
に
介

九
一
て
和
五
の
間
に
ヰ
玄
武
政
上
下
め
悲
劇
を
陀

L
、
一
加
由
同
酌
粧
出
制
的
安
通
関
係
、
職
業
産
業
の
選
探
、
穀
育
享
受
の
機
舎
等
を
巌
重

位
二
一

に
制
限
し
て
ゐ
る
制
度
で
あ
っ
て
、
今
な
ほ
牢
乎
と
し
て
抜
き
難
き
力
壱
持
つ
で
ゐ
る
。
此
の
制
度
は
一
部
の
特
権
階
級
を
徒
に
出
血

柴
倣
慢
怠
惰
に
放
置
し
他
方
大
多
数
の
民
衆
の
回
華
麗
巌
感
を
失
は
し
め
自
棄
の
欣
態
に
と
れ
を
遁
ひ
込
め
、

動=一一

け
る
著
し
き
人
的
資
源
の
浪
費
と
な
っ
て
ゐ
る
。
印
度
の
産
業
券
働
者
が
此
の
種
姓
制
度
の
矯
に
、

そ
れ
が
印
度
に
於

一
般
に
無
智
無
教
育
な
る
下
唐

階
級
の
み
か
ら
出
身
す
る
事
賓
だ
け
を
顧
み
て
も
、
此
の
印
度
の
社
合
的
階
級
制
度
が
印
度
の
岡
氏
的
産
業
能
率
に
及
ぼ
す
耐
害
が

思
企
?
に
温
ぐ
る
も
の
あ
る
を
知
ら
う
。

t~ 

} 

種
姓
制
度
の
琵
生
醐
型
選
白
原
因
に
ワ
い
て
は
製
設
が
岐
れ
て
ゐ
る
。

L
か
し
、
叫
開
局
す
る
主
こ
ろ
、
婆
経
門
歌
即
ち
後
の
印
度
教
の
堕

落
と
ア

1
p
ヤ
民
族
の
侵
入
、
各
種
民
族
の
混
血
聞
係
と
い
ふ
諸
事
情
が
主
要
な
基
本
的
原
因
を
成
し
て
ゐ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
穂
姓
制
度

に
就
て
は
、
外
務
省
調
査
部
、
前
掲
、

一
主
頁
以
下
、

H
印
協
曾
、
前
掲
、

二
一
一
只
以
下
、
{
円
減
駿
介
詳
、
前
掲
、
四
C
一
良
以
下
参
照
。

(註一一一一)

「
そ
の
大
凶
土
、
大
民
衆
を
以
て
し
て
他
閣
の
足
下
に
平
伏
し
、
問
問
使
こ
れ
従
ひ
而
か
も
た
ほ
桃
源
場
裡
長
夜
白
惰
眠
を
食
れ
る
も
の
、

定
に
か
の
種
姓
な
る
一
一
棋
の
閥
族
制
度
が
一
大
原
因
を
成
し
て
ゐ
る
に
外
な
ら
な
い
白
で
あ
る
o
」
佐
野
甚
之
助
、
前
弱
、

一
五
四
T

目。

ロ
婦
人
閉
居
の
制
度
引
ち
ゼ
ナ
ナ
制
度

(
N
2
5
5
印
H
u
g
-
Z
)
。

こ
れ
は
印
度
に
於
て
、
共
の
始
め
同
教
徒
家
庭
に
の
み
行
は
れ
後



畿
機
構
事
長
誌
ぎ

に
は
共
の
影
響
で
大
部
分
の
印
度
教
徒
の
家
庭
に
も
同
じ
〈
そ
れ
が
普
及
せ
ら
れ
て
今
日
に
至
っ
て
ゐ
る
一
種
の
社
合
的
風
習
で
、

結
婚
後
の
婦
人
に
針
し
寺
詩
又
は
泳
浴
以
外
に
は
一
切
外
出
を
晶
一
罰
じ
又
会
〈
他
男
子
と
の
面
接
を
禁
や
る
こ
と
を
内
容
に
し
て
ゐ

る
。
結
嬬
婦
人
の
活
動
の
白
山
を
制
限
し
、
教
育
享
受
の
機
舎
を
も
奪
ふ
と
こ
ろ
の
制
度
が
婦
人
の
産
業
的
貢
献
を
阻
害
し
、
産
業

か
ら
印
度
成
年
期
人
口
の
宇
を
離
脱
せ
し
め
て
ゐ
る
制
度
が
如
何
に
印
度
に
於
け
る
人
的
資
源
の
浪
費
を
意
味
し
て
ゐ
る
か
、
詳
し

く
論
や
る
ま
で
も
た
い
事
柄
で
あ
る
。

ハ
早
婚
の
懲
習
。
印
度
に
於
て
は
古
来
桜
端
な
る
早
婚
の
律
相
目
が
存
し
て
ゐ
て
そ
れ
は
殊
に
女
子
に
於
て
著
し
い
。
剖
ち
'K
子
は

師
叫
に
十
歳
以
前
に
於
て
結
婚
乃
至
許
婚
の
関
係
に
入
る
も
の
が
決
し
て
少
く
は
な
い
。

一
般
に
印
度
で
は
十
二

l
十
三
歳
を
以
て
結

川
畑
油
断
期
市
L
h
J
U

め
と
せ
ら
れ
て
ぬ
め
申
殊
に
ベ

L

ガ
ル
州
の
上
的
枇
命
刊
で

U
九
歳
以
に
し
て
夫
姉
牛
一
一
い
に
入
り
十
二
1

十
一
一
一
歳
代
し

て
母
と
た
る
も
の
が
少
く
左
い
と
い
ふ
例
も
あ
る
。
か
o

ミ
る
弊
習
の
由
来
す
る
と
こ
ろ
に
就
て
種
々
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
要
す
る

に
、
同
教
徒
の
侵
略
の
影
響
と
宗
教
的
迷
信
と
の
二
一
冗
的
原
悶
に
某
く
も
の
の
や
う
で
あ
る
。
右
の
一
如
き
極
端
な
る
早
婚
の
鉢
習
に

基
い
て
起
っ
て
ゐ
る
人
的
資
源
浪
費
の
現
象
は
賓
に
殺
象
に
這
無
き
程
に
諸
方
聞
に
教
へ
ら
れ
る
。
男
女
身
心
の
建
全
な
る
致
建
育

成
が
妨
げ
ら
れ
、
殊
に
産
業
的
熟
練
の
機
曾
が
容
は
れ
る
の
み
な
ら
や
、
男
子
の
欣
潟
冒
険
濁
立
の
気
塊
が
消
騰
し
、
女
子
の
溺
慌

妊
娠
が
母
子
双
方
の
身
心
に
害
悪
を
及
ぼ
す
等
は
就
中
主
要
な
方
面
で
あ
る
。

一
九
二
九
年

κ法
律
を
以
て
結
婚
期
を
女
子
一
四
年

以
上
男
子
一
六
年
以
上
に
制
限
し
た
の
で
あ
る
が
.
寅
際
上
此
の
弊
習
は
左
ほ
容
易
に
改
め
ら
る
べ
く
も
泣
い
ゃ
う
で
る
る
。

-
一
犬
家
族
制
度
。
古
来
印
度
に
は
結
婚
後
も
な
ほ
親
子
近
視
が
同
一
家
計
内
に
生
活
す
る
制
度
が
一
般
に
皮
く
行
は
れ
て
を
り
、

こ
れ
は
近
年
漸
突
に
崩
壊
寸
る
傾
向
を
示
し
て
来
た
と
は
い
で
今
日
も
友
ほ
大
多
数
の
印
度
人
が
此
の
様
式
の
生
活
を
治
っ
て
ゐ

印
度
に
於
け
る
闘
民
的
産
業
能
率
の
遅
滞
性
に
就
て

高岡大輔、印度の良相、昭和8年、Jl68:F.{~曇f~。
佐野臥甚之助、前掲、 200頁。
外務省調査部、前掲、 2971'f。

13) 
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印
度
に
於
け
る
闘
民
的
産
業
能
率
の
遅
滞
性
に
就
て

る
。
と
の
一
制
度
の
下
で
係
累
一
般
の
自
主
調
立
奮
闘
の
精
神
が
萎
廃
衰
弱
せ
し
め
ら
れ
、
そ
こ
に
人
的
資
源
の
浪
費
が
生
巴
て
ゐ
る

害
惑
も
ま
た
看
過
し
得
ざ
る
方
面
で
あ
る
。

利
政
治
的
隷
属
性
。
西
洋
紀
元
前
二
千
年
ア

1
リ
ヤ
人
穫
が
北
聞
か
ら
侵
入
し
て
来
て
土
着
原
住
民
族
と
混
合
し
、
か
〈
て
そ
こ

に
一
際
統
一
的
に
形
成
さ
れ
た
印
度
尺
族
は
、
共
の
後
十
一
二
世
紀
始
め
に
在
っ
て
同
教
左
奉
中
る
ア
ラ
ピ
ヤ
系
侵
略
民
族
の
確
立
し

6
 

た
他
民
族
主
制
の
支
配
下
に
引
先
せ
ら
れ
た
の
な
あ
る
が
刊
雨
前
ホ
今
日
起
引
繍
奇
数
百
年
の
久
し
き
一
間
印
皮
は
終
始
他
民
族
希
く
は

外
国
勢
力
に
よ
る
政
治
的
隷
岡
崎
の
生
品
川
を
送
っ
て
来
た
。

し
か
し
、
印
度
の
図
民
に
謝
す
る
外
来
的
勢
力
の
政
治
的
支
配
が
形
式
的

に
も
内
容
的
に
も
整
備
完
成
し
た
の
は
、
寅
は
十
八
前
紀
の
中
葉
に
英
閣
の
勢
力
に
よ
る
征
服
が
確
立
し
て
か
ら
の
こ
と
で
そ
れ
か

ら
今
日
迄
共
の
政
治
的
隷
属
性
は
盆
と
強
化
さ
れ
な
が
ら
緩
い
て
来
て
ゐ
る
つ
印
度
民
族
に
於
け
る
政
治
的
隷
属
性
は
共
の
支
配
的

勢
力
が
極
端
友
利
己
的
意
闘
か
ら
印
度
の
経
情
的
、
枇
世
田
的
諸
闘
係
に
劃
し
て
施
す
特
異
の
座
制
的
諸
政
策
の
影
響
の
協
に
直
殺
間

註
一
四

接
に
重
大
友
凶
民
的
産
業
能
率
遅
滞
の
原
因
に
た
っ
て
ゐ
る
ζ

と
は
勿
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
こ
で
は
共
の
政
治
的
隷
属
性
そ
の

も
の
が
直
接
に
人
的
資
源
の
浪
費
を
惹
起
し
て
ゐ
る
方
商
に
注
意
せ
ざ
る
を
得
友
い
。
即
ち
、
印
度
民
族
の
外
来
的
勢
力
に
依
る
政

治
的
隷
属
性
は
闘
民
大
衆
の
社
合
的
政
治
的
阿
世
情
的
奴
隷
化
、
農
山
肌
化
を
粛
し
、
彼
等
の
自
主
、
白
傘
、
責
任
感
.
正
直
、
公
正
、

努
力
的
精
一
刑
、
園
民
的
向
上
へ
の
希
望
等
凡
そ
産
業
能
率
に
於
て
重
要
な
要
素
を
成
す
ム
」
と
ろ
の
貫
主
左
諸
道
徳
性
と
並
び
に
事
業

粧
品
百
の
才
能
等
を
消
勝
せ
し
め
て
を
り
、
そ
れ
が
共
の
僅
重
大
な
人
的
資
源
の
浪
費
を
意
味
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

(
註
一
四
)

英
閣
の
征
服
以
来
、
東
印
度
舎
祉
時
代
、
英
王
直
轄
時
代
、
印
度
帝
国
政
府
時
代
と
夫
々
に
イ
ギ
リ
ス
の
割
印
政
策
の
基
調
は
努
遜
し

て
来
た
が
、
終
始
そ
れ
が
印
度
の
経
演
を
慶
治
し
て
土
著
民
族
の
上
め
産
業
の
自
由
に
し
て
健
全
な
猿
建
を
阻
出
陣
し
て
凍
た
事
情
は
同
ピ
い
の
で

佐野甚之助、前掲、 68頁以下参照。16) 



あ
る
。
給
品
は
黄
金
の
涜
出
に
文
民
族
小
ヨ
業
の
寝
類
に

り
の
開
削
著
な
山
接
的
悪
影
響
が
現
は
札
、
後
に
又
英
人
費
本
の
偏
頗
的
保
護
主
民
族

大
産
業
の
致
運
へ
の
妨
艇
と
に
又
一
つ
の
重
要
な
内
接
的
悪
影
響
が
市
川
ら
さ
れ
て
ゐ
る
。
東
西
経
済
調
査
局
、
前
掲
、
及
び
宵
域
竣
介
、
前
掲
、

並
に
桧
原
宏
明
師
、
イ
ギ
リ
ス
帝
闘
主
義
一
下
の
印
度
昭
和
十
年
等
参
照
。

四

園
民
的
資
本
の
浪
費

謂
ふ
と
こ
ろ
の
岡
民
的
資
本
と
は
貯
蓄
さ
れ
た
過
去
の
園
民
的
生
産
呆
寅
債
依
に
し
て
爾
後
の
国
民
的
再
生
産
に
於
け
る
要
素
と

し
て
機
能
し
得
べ
考
作
坑
内
力
の
こ
と
で
あ
る
。
た
づ
印
度
に
於
け
る
同
氏
的
春
一
本
の
形
成
如
何
が
問
題
に
な
ら
う
の
岡
氏
的
存
一
本

は
図
案
内
に
形
成
さ
れ
る
綿
所
得
債
値
恥
ら
閥
次
内
に
て
純
特
に
消
費
さ
れ
る
償
他
部
分
を
定
引
き
た
る
残
徐
償
航
に
よ
っ
て
形
成

印
山
山
甘
え
氷
川
口
文
部
分
の
所
得
は
M

憎
め
て
低
い
。
山
山
一
の
都
市
ー
一
ヘ
工
業
終
日
山
げ
の
賃
銀
弁
働
者
は
月
五

11: 
~.:コ

:Jt 
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苧
市
川
ト

均
と
し
て
大
穂
二

O
ル

l
ピ
1
内
外
の
所
得
を
得
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
が
、
栽
培
閤
地
帯
の
僻
労
働
者
の
所
得
は
そ
れ
よ
り
も
遁
に
低

く
月
平
均
一

O
ル

1
ピ
l
内
外
で
あ
る
。

(
註
一
五
)

内
閲
統
計
局
、
列
悶
々
勢
要
喧
は
一
九
二
三
年
の
直
樺
英
街
地
印
度
の
闘
民
所
得
人
口
一
人
常
り
を
品
川
波
年
度
の
平
均
四
川
替
相
場
を
以

て
換
算
し
て
九
十
六
闘
と
記
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
今
の
場
合
、
此
の
得
数
字
の
語
る
附
民
所
得
の
低
位
其
の
も
の
を
直
接
に
指
し
て
ゐ
る
の
で

は
な
い
。

し
か
し
、
会
印
度
生
産
業
者
数
の
約
七
割
を
占
め
て
ゐ
る
農
業
に
於
け
る
一
般
従
業
者
の
所
得
は
有
栽
培
圏
第
働
者
の
そ
れ
と
同

位
又
は
一
居
低
位
で
あ
る
こ
と
が
確
で
あ
る
恥
ら
、
依
て
以
て
一
般
的
印
度
大
衆
の
一
所
得
の
如
何
に
本
側
で
あ
る
か
は
容
易
に
推
定

が
つ
か
う
。
だ
が
、
閤
民
所
得
の
分
配
に
不
卒
均
が
あ
り
、

又
そ
れ
と
資
本
主
義
滴
特
の
機
構
と
に
基
い
て
、
如
何
に
大
衆
生
活
に

印
度
に
於
け
る
園
民
的
産
業
能
率
四
遅
滞
性
に
就
て

Panandikar， S. G.， Ibid. 191-192." 2~i:ぴ宵姥駿介諜前掲'34頁以下並びに松
原石、成前掲第三章参!照。
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印
度
に
於
け
る
国
民
的
産
業
能
率
の
遅
滞
性
に
就
て

四

知
慨
端
た
る
窮
迫
が
あ
っ
て
も
、
他
方
で
は
貯
蓄
が
行
は
れ
、

か
く
て
印
度
に
も
ま
た
図
民
的
生
産
間
前
賓
の
残
飴
債
値
た
る
国
民
的
資

本
の
形
成
が
他
閣
に
於
け
る
と
同
じ
く
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
園
長
的
資
本
の
保
存
利
用
に
就
て
印
度
に
は
特
殊
の
事

情
に
基
き
他
闘
に
見
ざ
る
甚
し
き
浪
費
が
多
年
行
は
れ
て
来
て
ゐ
る
の

E
あ
る
。
此
の
国
民
的
資
本
の
保
存
利
別
に
於
け
る
非
能
率

性
は
主
と
し
て
以
下
に
見
る
四
万
聞
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。

(--) 
;Ifj， 
Ij~ 
資
:牛:

1，;)(1 
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こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
を
疋
確
に
計
算
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
て
も
現
奮
在
印
英
図
人
官
吏
及
び
産
業
使
用
人
の
俸
給
乃
至
恩
給
の

本
園
港
金
、
投
下
資
本
利
潤
、
公
債
、
共
の
他
の
貸
付
金
利
子
の
議
会
等
凡
そ
印
度
に
て
形
成
さ
れ
る
園
民
的
所
得
の
消
費
外
軌
跡
剰

分
郎
ち
印
度
内
形
成
の
図
民
的
資
本
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
流
出
分
だ
け
で
も
毎
年
数
億
ル

I
ピ

1
に
注
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
一
不
す
計
数

註

-
t

が
場
げ
ら
れ
ナ
一
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
印
度
へ
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
再
投
資
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
部
分
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
約
一
世
紀
半
の
久
し
き
に
亙
る
印
度
園
民
資
本
の
針
英
流
出
額
が
イ
ギ
リ
ス
の
割
印
投
資
を
超
過
す
る
こ
と
英
大
な
る
は

容
易
に
推
定
さ
れ
得
ぺ
き
疑
無
き
事
責
で
あ
る
。

こ
れ
は
賓
に
印
度
の
園
民
的
資
本
の
保
存
利
用
に
於
け
る
鯨
著
な
る
浪
費
で
る

る。
(
註
一
六
)

今
日
印
度
産
業
の
重
要
な
も
の
は
大
部
分
が
イ
ギ
リ
ス
費
本
白
下
に
あ
る
。
其
の
他
に
イ
ギ
り
ス
人
の
手
に
は
諸
種
の
叩
度
公
債
が
多

額
に
所
有
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
ら
白
投
資
額
に
就
て
は
種
々
な
る
推
定
が
あ
る
。
(
東
亜
艦
梼
調
査
局
、
前
柄
、

二
九
頁
)
。
商
工
交
誼
事
業
へ
の

イ
ギ
リ
ス
人
投
資
額
総
計
は
二
億
九
千
五
一
日
高
揚
と
い
ふ
推
定
も
あ
る
。

C
形
成
資
本
の
動
員
上
の
扶
陥
。
形
成
さ
れ
た
同
氏
的
資
本
が
投
下
さ
れ
て
現
質
に
生
産
上
の
県
礎
的
手
段
ギ
り
し
め
ら
れ
L
?
に

東亜経済調査局、前掲、 27頁以 F及び宮城駿介謀、前品、 IZ2頁参照。18) 



灘
警
撃
事
γ
F
G
f
p

ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
資
本
浪
費
の
一
方
面
を
成
す
。
此
の
種
の
資
本
浪
費
が
今
日
迄
印
度
に
於
て
起
っ
て
ゐ
る
こ
と
費
に
移
し
い

と
推
定
さ
れ
る
。
印
度
が
一
八
七
二
年
よ
り
一
九
二
九
年
に
か
け
て
生
産
と
輸
入
と
か
ら
圏
内
に
吸
牧
し
て
ゐ
る
金
綿
額
は
貨
に
六

十
六
億
六
千
寓
ル

1
ピ
l
と
推
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
共
の
一
部
が
矯
替
調
節
資
金
と
友
り
又
賞
用
工
謹
乃
至
産
業
上
に
資
材
と
し
て
利

用
さ
れ
て
ゐ
る
に
し
て
も
、
北
〈
の
大
部
介
は
者
修
日
間
又
は
死
蔵
財
産
と
し
て
徒
に
生
産
界
か
ら
離
脱
し
て
ゐ
る
の
で
あ
号

信
資
本
使
用
の
方
法
に
於
け
る
蓮
滞
性
。
上
着
民
族
産
業
は
農
工
業
を
通
じ
て
一
般
に
共
の
生
産
手
段
及
び
粧
品
百
の
組
織
に
於
け

る
遅
滞
性
が
買
に
著
し
く
て
数
百
年
来
の
停
統
を
阿
執
し
て
近
代
的
科
事
の
成
田
市
を
膝
用
せ
る
合
理
的
た
改
良
進
歩
の
跡
を
殆
ん
ど

ス
74
く
示
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
今
は
で
も
未
だ
数
千
年
前
の
そ
れ
と
同
じ
い
極
端
友
醤
式
道
具
を
少
し
の
改
良
も
加
へ
や
忙
共
の

依
で
使
用
し
て
ゐ
る
経
峰
山
川
大
部
分
だ
と
い
ふ
有
保
ず
あ
る
。
そ
し
て
、
近
代
的
大
経
営
の
多
〈
が
主
と
し
て
英
間
系
資
本
の
下
に

あ
る
か
ら
、

土
着
資
本
の
現
貨
に
産
業
上
に
機
能
し
て
ゐ
る
部
分
は
多
〈
は
前
記
の
如
望
非
合
理
的
校
式
の
終
的
欣
況
の
「
同
一
で
使
円

さ
れ
て
ゐ
る
の
で
る
る
。
殊
に
注
意
す
べ
き
は
農
業
経
営
に
於
け
る
誤
っ
た
資
本
使
用
方
法
が
貸
す
浪
費
の
重
大
性
で
あ
る
。
印
度

の
農
業
経
皆
で
は
宗
教
的
偏
見
の
震
に
生
物
殊
に
家
畜
の
屑
殺
を
忌
避
す
る
事
と
、
概
端
に
零
細
友
経
皆
規
模
の
潟
に
耕
転
勤
力
と

し
て
主
と
し
て
家
畜
に
依
積
す
る
必
要
が
あ
る
事
と
か
ら
、
自
然
に
過
多
の
家
畜
を
農
家
に
飼
養
す
る
と
い
ふ
燃
態
が
普
遍
し
て
ゐ

る
こ
ん
」
が
、
非
常
た
る
資
本
の
浪
費
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
更
に
農
家
経
済
が
一
般
に
家
畜
の
糞
を
燃
料
に
使
用
し
て
ゐ
て
肥
料
と
し

て
こ
れ
を
用
ゆ
る
こ
と
な
く
、
他
方
人
法
肥
料
購
入
の
資
力
も
友
き
が
僅
施
胞
と
い
ふ
と
と
を
殆
ん
ど
行
は
や
に
掠
奪
耕
作
を
穣
け

て
ゐ
る
と
い
ふ
欣
態
は
、
訓
毒
物
利
用
の
道
を
誤
っ
た
も
の
で
、

と
こ
に
又
一
穫
の
潜
在
的
資
本
の
浪
費
が
あ
る
詩
で
あ
る
。
か
く

て
一
般
に
産
業
上
、
共
の
技
術
に
闘
し
、
粧
品
凸
組
織
に
関
し
、
枇
曾
経
済
的
組
織
に
閲
し
て
近
代
的
科
撃
性
の
庭
用
が
極
め
て
乏
し

印
度
に
於
け
る
困
民
的
産
業
能
率
の
遅
滞
性
に
就
て

五

Rajani Kanta Das， The lndustria.l E前Clencァinlndia， 1930， P. 43・19) 



印
度
に
於
け
る
園
民
的
産
業
能
率
の
遅
滞
性
に
就
て

一
↓ ノ、

く
な
っ
て
を
り
、
牽
い
で
投
下
資
本
が
充
分
に
共
の
妓
巣
性
を
笈
悔
し
得
る
に
至
ら
な
く
て
生
産
費
、
経
管
費
過
大
の
現
象
を
惹
起

し
て
ゐ
る
と
い
ふ
と
と
は
、
寅
に
重
要
な
資
木
山
山
究
を
成
し
て
ゐ
る
認
で
あ
る
。

四
投
下
資
本
の
高
」
川
血
症
閑
化
。
農
業
経
山
首
及
び
小
規
模
工
業
経
訟
は
印
良
産
業
の
霊
安
な
要
素
を
成
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
、
と
れ

ら
の
経
皆
に
於
け
る
操
業
時
聞
が
彬
め
て
一
飽
く
遊
間
時
間
が
過
大
に
な
っ
一
一
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
畢
寛
そ
乙
に
投
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る

資
本
の
尚
広
沼
山
化
で
必
り
託
行
い
ず
ぺ
ム
品
川
、
+
資
rr
小
浪
伎
を
怠
味
ず
る
も
の
で
あ
る
ロ

五

結

=一一日

印
度
は
東
亜
の
一
重
要
地
帯
で
あ
る
。
そ
れ
は
将
来
に
於
け
る
東
亜
の
全
面
的
更
生
に
於
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
演
や
ベ
き
抑

界
史
的
使
命
を
負
っ
て
ゐ
る
。
然
る
に
そ
れ
が
今
日
迄
の
と
と
ら
、
そ
こ
に
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
産
業
上
の
莫
大
な
自
然
的
、
人
的
、

資
本
的
資
源
に
就
て
如
何
に
志
向
『
民
の
浪
費
を
犯
し
て
ゐ
る
か
、
現
に
如
何
に
印
ι
町
民
の
同
氏
的
産
業
能
率
が
遅
滞
し
て
ゐ
る
か
。
此
の

重
要
た
問
題
に
就
て
、
此
の
一
小
文
は
甚
だ
不
充
分
な
が
ら
概
要
刑
事
賃
蹴
係
を
明
か
に
し
得
た
と
忠
ふ
。
如
何
な
る
根
本
的
関
紙

か
ら
斯
の
如
〈
著
し
き
程
ー
民
に
及
ぶ
凶
民
的
産
業
能
率
の
遅
滞
性
が
今
日
迄
の
印
度
に
於
で
芯
起
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
か
。
而
し

て
、
如
何
な
る
方
策
が
共
の
救
済
改
善
の
震
に
可
能
に
し
て
必
要
で
あ
る
か
。
更
に
既
に
同
闘
に
於
て
如
何
た
る
改
善
方
策
又
は
改

善
運
動
が
着
手
賞
行
乃
至
計
劃
さ
れ
つ
L

あ
る
か
。

と
れ
ら
が
、

又
極
め
て
興
味
あ
り
且
つ
又
極
め
て
重
要
た
問
題
に
た
る
の
で
あ

る
が
、
本
丈
に
於
て
は
紙
数
の
闘
係
も
あ
っ
て
、
全
く
と
れ
に
は
論
及
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
る
る
。
し
か
し
、
若
し
、

此
の
小
文
が
今
日
の
時
局
庭
叫
に
闘
し
て
何
等
か
の
示
唆
を
輿
へ
る
こ
と
が
出
来
、
而
し
て
又
種
々
な
る
意
味
で
現
代
印
度
の
研
究



が
今
後
我
閣
に
於
で
更
に
往
々
進
み
行
く
ぺ
き
道
程
上
の
一
食
料
と
も
な
‘
り
ぽ
、

そ
は
貫
に
望
外
の
幸
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

か
h

る。

此
の
小
，
え
の
作
成
が
依
越
し
た
る
参
考
文
猷
は
以
下
列
記
内
も
の
で
、
其
円
肝
心
多
(
が
京
都
帝
岡
大
島
平
線
神
U

軍
部
東
方
制
済
肝
究
室
の
所
羨
に

日
印
協
金
円
、

印
度
産
業
貿
易
朕
勢
、
昭
刊
十
年
。

外
務
省
調
査
部
、
印
度
民
挨
史
、
昭
和
十
年
。

東
亜
緩
神
間
調
査
局
、

イ
ギ
リ
ス
の
印
度
統
治
、
昭
和
十
年
3

名
和
統
一
、
日
本
紡
績
業
と
原
棉
問
題
研
究
、
昭
和
一
二
年
。

佐
野
甚
之
助

印
度
及
印
蹴

λ
.
大
正
六
年
。

一
両
岡
大
輔
、
印
-
肢
の
真
相
、
昭
和
八
年
。

三
菱
経
済
研
究
所
、
太
平
洋
に
於
け
る
闘
際
経
済
関
係
、
昭
和
十
二
平
ョ

宮
披
駿
介
語
、
原
制
下
の
印
度
、
明
何
十
三
平
。

桧
康
宏
君
、
イ
ギ
リ
ス
帝
随
主
義
下
の
印
度
、
明
M
h
l
日
午
。

今
村
忠
男
君
、
印
度
3
虚
業
と
閥
抵
、
昭
和
九
年
。

印
度
に
於
け
る
閤
民
的
産
業
能
半
力
活
滞
性
に
就

内
附
統
計
局
、
列
図
々
勢
斐
賞
、
昭
和
十
二
年
。

矢
目
白
崎
編
、

H
本
側
勢
同
舎
、

昭
和
十
主
年
。
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